
平成20年８月８日

水稲の作柄に関する委員会

水稲の作柄に関する委員会（第２回）の意見

平成20年産水稲の８月15日現在における作柄概況調査に当たって
は、以下の点に留意する必要がある。

１ 水稲の生育は、５月から６月にかけて低温傾向に推移したことか
ら初期生育は抑制されたものの、関東以西では７月以降、高温・多
照に推移したことから、生育は回復し、平年並みに推移していると
見込まれる。

一方、北日本では７月が高温傾向ではあるものの、日照不足に推
移したことから、今後の穂数、もみ数、登熟等への影響について留
意するほか、倒伏や病害虫に留意する必要がある。

２ ８月以降も、関東以西を中心に高温が続き、日照時間も平年並み
かやや多いと予報されており、大きな減収要因は今のところ少ない
とみられるが、台風などの天候次第では、作柄に大きな影響を及ぼ
す可能性もあることから、今後の気象の推移を注視する必要がある。

３ ７月以降の高温により、斑点米カメムシ類の注意報も出されてお
り、その被害の状況に留意するほか、北日本では７月の日照不足や
今後の気象状況による、いもち病の発生に留意する必要がある。

４ ７月以降、気温が高い日が続いていることから、出穂期から登熟
期にかけての高温による品質への影響について留意する必要がある。
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